














































































































































































グループ 部／章 表記時間 内容時間 エピソードの内容
a） 皿／4
P／9
M／2
7P
Q0P
WP
数分
博條ﾔ
博條ﾔ
ゼノンの自殺
Aンリとの再会
tィリーベルとマルタについて
?? 1／6
P／10
P／2
　3P@6P
P2．5P
数10年
?Q0年
?P5年
いなくなったゼノンについての噂
Aンリの兵士としての経歴
[ノンの神学校入学まで
　この表では特に速度の著しく遅いものと早いものの内から上位各三章をあげた。右の欄に併せて書
いた内容と照らし合わせると、著者の書き込みたかったテーマが現れてくる。最終章（皿／4）の自
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殺のエピソードに割かれたページ数の多さは、MHにおける自分の死を見つめながら死んでいくくだ
りの時間の遅さを連想させる。MHにおける書き出しの部分はフラッシュバック方式で冒頭に出され
ていて、実際はこの作品全体が死に至る直前の僅かな期間に皇帝が独白したものである’という設定に
なっている。従って、全ページ分がこの期間に相当するとも言える。ユルスナールは，「人間に対し
て強い好奇心を持ちながら理性を持って見つめた」10）作家である。ユルスナールの作品には最後に
死あるいは彼方への逃避で終わるものが多い。先のMHもこの例に漏れてはいない。これは、人間の
ドラマのなかで一番劇的なものが死であるからであろうか。逆にb）グループのゼノンについての人々
の噂（1／6）は数ページで語られているが、これはゼノンの本当の足跡に読者の関心を導くための
伏線となっているからである。この章以降に、行方不明後のゼノンがたどった本当の足跡が断片的に
語られる。以上の点から、ユルスナールの注目は専ら人間に向けられていて、読者にもそれを要求し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ているということになる。
2　時間のつながり
　ONの特徴の一つに、時間の連鎖が挙げられる。これは岩崎力も指摘しているように、ユルスナー
ルの好む題材である「流れる水のように」を体現している。さらに、フラッシュバック方式が効果的
に用いられている。
　第一部第一章で、パリへの道をたどっているアンリ＝マクシミリアンは、先を行く巡礼に声をかけ
る。それは、行方不明になっていた彼の従兄弟ゼノンであった。束の間の会話を交わしたのち、二人
は再び別々の道をたどる。第二章ではゼノンの出生、第三・四・五章ではブリュージュを逃げ出すま
での少・青年期のゼノンが語られ、六章ではブリュージュからいなくなった彼に対する世間の噂が語
られる。第七章では母イルゾンドと義父シモンが教祖の下にミュンスターに立て籠もり、母が悲惨な
死を遂げ、残された義妹マルタがシモンの妹サロメのフッゲルスー家に引き取られるまでを描く。第
八章においては、流行しているペストに罹ったサロメが死に、その看病をしていた娘ベネディクトも
又罹病してしまったために、いやいやながら看病しているマルタのもとヘゼノンが姿を現し治療を施
す。第九章では、ゼノンとアンリ＝マクシミリアンのインスブルックlnnsbruckでの偶然の出会いが、
第十章では、アンリの経歴が語られる。第十一章は諸国を遍歴したあとゼノンが故郷ブリュージュに
帰る決心をするまでを、第二部第一・二・三・四章ではブリュージュに帰り旧友ジャン・ミエルス
Jean　Myersの家に身を寄せるまでを描く。彼の死後は施療院の医師としてゼノンは僧院長の世話をし
続ける。その間には、教会に乱入した暴徒を鎮圧した隊長を暗殺した男を治療したり、若い修道士シ
プリアンCyprienの神を冒漬する儀式にかこつけた放蕩の露顕を心配したりするが、ついに院長の死
を迎え、第五章ではブリュージュを立ち去る決心を一度はするがまた戻る。第六章では、シプリアン
の恋人が自分が生んだ私生児を殺したことによって事件が発覚し、シプリアンの共犯という証言した
ことからゼノンは逮捕される。第三部第一章では、ゼノンの自由な発想が仇となり尋問が激しくなる。
第二章、今やフィリベールの妻となっているマルタは夫にも自分にも嫌悪を感じながら諦めの生活を
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送っている。そこにゼノンについての手紙が着く。第三章、ゼノンに死刑の宣告が下り、彼が以前に
預けられていた教会参事バルトロメ・カンパヌスBartholomme　Campanusが尋ねて来て、教会への帰
順を提案する。第四章、教会の人々の想像できなかった自殺という方法によって、ゼノンは自由にな
る。
　この時間の流れの中で、ゼノンとアンリ＝マクシミリアンの出会いが場面の節目の役割を果たして
いるという点を指摘しておきたい。第一番目の出会いである第一部第一章から次の第二章には二十年
余の隔たりがある。先にも述べたフラッシュバック方式により時代は一挙にゼノンの誕生前に移行す
る。さらに第二番目の出会い（第一部第九章）は、ゼノンからそれた主題を元に戻す役目を担ってい
る。ゼノンの両親の逸話から始まり、母親の死によって義妹マルタが預けられた先であるケルンCol－
ogneのフッゲル家のマルチンとサロメ夫妻に移った話題を、アンリとの出会いによって再びゼノン
に戻している。第十章は、前章の続きでアンリの経歴が披露されている。第三部第二章で再びマルタ
の生活が描かれるが、これを含めて、ゼノンの逸話が直接描かれていない章は全二十一章中四章しか
見られない。ある人物を中心に描かれた歴史小説であるとしても特異であり、むしろこれは伝記といっ
ても差し支えないかもしれない。
　MHは死の直前の皇帝が、後継者マルクスに今までの自分の一生を様々な思想とともに語っている。
第一章では、医師の診断を受けた皇帝は、体の衰弱によって以前好んで行ったことを諦めなければな
らないことを嘆く。そして、マルクスへの忠告も兼ねて、今までの人生を語り始める。家族について
語ったあとで、自分の経歴を語り始める。前皇帝に疎まれる一将校でしかなかったハドリアヌスは、
皇后の好意を得て、前皇帝の臨終を機会に新皇帝となる。統治は幸いうまく行くが、彼の人生最大の
事件である少年アンティノウスとの出会いとその自殺を経験する。そして段々に年老い、自らの哲学
を実践できなくなった皇帝は、二代先の後継者まで指定したあとで死を見つめながら待っている。こ
ちらの流れには、ONのような中断はないが、やはり出だしにはフラッシュバック方式が採用されて
おり、最後が死で終わるという所は同様である。
3　使われている時称
　このような歴史小説を書くにあたって、どの時称を使うかは効果のうえで大切であろう。『ハドリ
アヌス帝の回想』では、間近な死を覚悟している皇帝が自ら選んだ後継者に向かって一人称で語ると
いう形式を取っていた。そのため、MHはまず初めに後継者マルクスに語りかけるあいだ現在形で書
かれ、皇帝が自分の過去を語り始めると半過去あるいは複合過去に移行する。ONでは、出だしのア
ンリとゼノンの出会い直前は半過去と大過去が組み合わされて使用されており、そこに挿入されてい
るアンリのそれまでの経過は単純過去、さらにまた半過去に戻るという、物語形式が多く取りがちな
単純過去および半過去で描写されている。パティヨンM．Patillonが言うように、この二つ、歴史的言
表enonciation　historiqueとディスクールdiscoursはお互いに対立するものである。さらに彼の言葉
を借りるならば、時称は動詞の表す行為が展開されているか否か、継続中か否かを表すという側面を
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持っている11）。一般に現在時制は、対象と同時体験をしたかのような錯覚を起こさせることにより、
読者を小説内容に入り込ませ易くする効果がある。「過去の出来事を現時点で捕らえているかのよう
に言表する」12）のだ。このMHの手法は、ハドリアヌス帝が実在の人物であるだけに一層効果的で
ある。ONの主人公ゼノンは架空の人物であることはすでに述べたが、それだけにさらに現実味を帯
びさせる必要があろう。その点から言えばONこそが現在時制を用いて一人称で描かれるべきである
が、それ以前の問題としてユルスナール自身が神の視点を持った語り部に徹しようとしている嫌いが
ある。それは、ONを「血の絆あるいは精神の絆によって互いに結びつけられていたいくつかの人間
集団を扱い、数世紀にわたってくりひろげられる壮大な小説的壁面」13）を目指して書き始めたとい
うユルスナールの言葉からも分かる。
皿　人称と視点
1　人称
　序論で述べたように、ONは三人称で書かれている。クリステヴァによればシニフィエsignifieは変
化せずそれを表すシニフィアンsignifiantの変化によって小説は形づくられるという14）。表記上の変
化に関係なく小説の内容が存在し続けるとすれば、人称の相違は内容に何の影響も及ぼさないという
ことになる。しかし一方で、一人の主人公の生涯を軸に様々なエピソードや人物を配置するという手
法に於いて酷似しているMHが、一人称を使って書かれて十七年前に高い評価を受けているにもかか
わらず、再び同型の歴史小説ONを三人称で書き上げた意図は何であったのか。殊に、今回は一人称
を捨て三人称を用いた理由は何であるかについて考えてみたい。
　一人称と三人称との効果の違いには次の二点があげられる。i）語り手が主人公であるか作者であ
るかの違いから、読者の共感の対象が変わる。ii）一人称が真に迫っているような感じを与えるのに
対して、三人称は客観的で分析的な印象である。この観点からONとMHを比較してみよう。
　i）ONで語っているのは作者あるいは神のような視点を持った者であろう。なぜなら、それはゼノ
ンの行動ばかりか、彼の出生の経緯や親類のことまで語っているからである。MHの語り手は主人公
ハドリアヌスである。従って、作品の内容はすべて彼の目を通したものであり、それに現れている思
想も彼のものであるはずだ。
　ii）一人称で書かれたMHは、読み進むうちに「一つの声による肖像」15）となってくる。読者は皇
帝の語る声を聞いている錯覚に陥るのである。それはまさに一人称の効果である「作者の消失」であ
ろう。「厳格に自分を過去の人物にむすびつけ、歴史からはみ出さないように手綱をひきしめている」
16）という多田知満子の的確な指摘がある。そしてまた彼女の言うように、「事実から逸脱することな
しにその人物の口から存分に作者の意見を開陳することの出来るような主人公として」17）ちょうど
ぴったりなハドリアヌスを見つけだし、それに息を吹き込んだのである。ONに用いられる三人称は、
ユルスナールが追い続けてきた「永遠の相のもとにおける人間」18）を表現するための視点の設定に
は大変都合がよい。また同時に、ここでも作者を消失させることが可能である。三人称の何の色合い
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も付いていない文章は、丁度、報告書などに見られる形式と似ている。起こった事実だけを淡々と述
べるものだ。あるいは物語の語りともいえよう。
2　視点
　次にフォーカリザシオンfocalisation（以後FOと略す）について検討してみよう。ONのそれぞれの
章のFOの変化はどうなっているだろうか。　FOを次のi）FO　O　focalisation　zero（以降、　FO　Oとする）、
ii）外的FO　focalisation　externe（以降、　FO外と略す）、　iii）内的FO　focalisation　interne（以降、　FO内
と略す）という三種類に分類して、章ごとの変化を追ってみよう19）。
部
?
FOの変化
1 ・1 FO　O→FO外→FO内→FO外→FO内→FO外→FO　O
2 FOO
3 FO　O→FO外→FO内→FO　O→FO外→FO　O→FO内→FO　O→FO外→FO　O→FO外→
@　FO外→FO内
4 FO　O→FO内→FO　O→FO内→FO　O→FO外→FO内→FO　O→FO内→FO　O→FO内→
@　FO　O→FO内→FO外→FO　O→FO内→FO　O→FO内→FO　O→FO外
5 FO　O→FO内→FO外→FO　O→FO内→FO　O
6 FOO
7 FO　O→FO内→FO　O→FO内→FO　O→FO外→FO　O→FO外→FO　O
8 FO　O→FO内→FO　O→FO内→FO　O→FO外→FOO→FO内→FO　O→FO内→
@　FO　O→FO内→FO　O→FO外→FO　O→FO内→FO　O→FO内
9 FO　O→FO内→FO　O→FO内→FO　O→FO内→FO　O→FO外→FO　O→FO内→FO　O→
@　FO外→FO　O→FO内→FO外→FO　O→FO内→FO外→FO　O→FO外→
@　FO内→FO外→FO　O→FO内→FO　O→FO内→FO　O→FO内→FO　O→FO内→FO　O→
@　FO内→FO　O→FO内→FO　O→FO内→FO外→FO内→FO　O→FO内→FO　O→FO内→
@　FO　O→FO内→FO　O→FO内→FO　O
10 FOO
11 FO　O→FO内→FO　O→FO内→FO　O→FO内→FO　O→FO内→FO　O→FO内→FO　O
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部
?
FOの変化
H 1 FO　O→FO内→FO　O→FO外→FO　O→FO外→FO　O
2 FO　O→FO外→FO　O
3 FO　O→FO外→FO　O→FO内→FO　O→FO外→FO　O→FO内→FO　O→FO内→FO　O→FO内→FO　O→
FO外→FO　O→FO内→FO　O→FO内→FO　O→FO内→FO　O→FO内→
FO　O→FO内→FO　O→FO内→FO　O→FO内→FO　O→FO内→FO　O
4 FO　O→FO内→FO　O→FO内→FO　O→FO内→FO　O→FO内→FO　O→FO内→FO　O→
FO内→FO　O→FO内→FO　O→FO内→FO　O→FO内→FO　O→FO内→FO　O→FO内→
FO　O→FO外→FO　O→FO内→FO　O→FO内→FO　O→FO内→FO　O→FO内→FO　O→
FO内→FO　O→FO内→FO外→FO　O→FO外→FO　O→FO外→FO内→FO　O→FO内→
FOO
5 FO　O→FO外→FO　O→FO外→FO　O→FO外→FO　O→FO内→FO　O→FO内→FO　O→
FO内→FO　O→FO内→FO　O→FO内→FO　O→FO外→FO　O→FO内→FO　O→FO内→
FO　O→FO外→FO　O→FO内→FO　O→FO内→FO　O→FO内→FO　O→FO内→FO　O→
FO内→FO外→FO内→FO　O→FO内→FO　O→FO内→FO　O
6 FO　O→FO内→FO　O→FO内→FO　O→FO内→FO　O→FO外→FO内→FO　O→FO外→
FO　O→FO外→FO　O
? 1 FO　O→FO内→FO　O→FO内→FO　O→FO内→FO　O→FO内→FO　O
2 FO　O→FO内→FO　O→FO内→FO　O→FO内→FO　O→FO内→FO　O→
FO内
3 FO　O→FO外→FO　O→FO内→FO　O→FO内→FO　O→FO内→FO　O→FO内→FO　O→
FO内→FO　O→FO内→FO　O→FO内→FO　O→FO内→FO　O→FO内→FO　O→FO内→
FOO
4 FO　O→FO内→FO　O→FO内→FO　O→FO内→FO　O
i）章の初めと末尾のFO
　まず、各章の初めのFOと末尾のFOに注目してみよう。初めのFOは、二十一章全てがFO　Oである。
そして末尾のFOは、　FO　Oが一番多くて十六章、　FO内が三章、　FO外が二章である。この傾向は、ユ
ルスナールがこのONをなるべく神のような視点で描こうとしたことを物語っている。更にそれが顕
著なのは、FOOだけで構成されている章（第一部第二章、第十章）があるということであろう。こ
れらの章では、ゼノンとアンリの何年分かの経歴が手短に語られている。ほとんど離れて生きてきた
二人はお互いに相手のことを知らないので、今までのことを何度かの偶然の出会いの機会に質問し合
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うという手法も取ることが出来たはずである。にもかかわらず、作者は主人公たちを突き放して淡々
と語っているのだ。
　Z6non　grandit　pour　1’Eglise．　La　cl6ricateur　restait　pour　un　batard　le　moyen　le　plus　sOr　de　vivre　a
raise　et　d’acceder　aux　honneurs．　De　plus，　cette　rage　de　savoir，　qui　de　bonne　heure　poss6da　Zenon，　ces
depenses　d’encre　et　de　chandelle　bralee　jusqu’a　1’aube，　ne　semblaient　tol6rables　a　son　oncle　que　chez　un
apPrenti　pretre．20）
　ゼノンは聖職につくべき人間として育てられた。聖職者になることは、依然として、私生児がなに
不自由ない暮らしをし、栄誉に近づくためのもっとも確実な手段だった。それに、ゼノンを幼いころ
から駆りたてた激しい知識欲や、夜の明けがたまで燃やし続ける蝋燭やインクの消費量は、伯父に言
わせれば、司祭の卵ででもなければとうてい許しがたいものだった。
　ONにおいては世界を鳥轍しているかのようにゼノンについて語られている。この態度は一脈MHの
ハドリアヌス帝が自身を語る語りに似ている。
　Ils　m’ont　emmene　a　Bai’es；（……）Le　beau　visage　de　Celer　est　co皿me　toujours　etrangement　calme；（…
…）Mais　Diotime　sanglote，　la　tete　enfouie　dans　les　coussins．J’ai　assure　son　avenir；il　n’aime　pas　rlta－
lie；（……）il　n’a　rien　a　perdre　a　ma皿ort．（……）Hadrien　jusqu’au　bout　aura　et6　humainement　aime．21）
　人々はわたしをバイアエへ連れて行った。（……）ケレルの美しい顔は、いつものように、ふしぎ
に平静である。（……）しかしディオティムはしとねに顔を埋めてむせび泣いている。わたしは彼に
将来のことを保証してやった。彼はイタリアを好いていない。（……）彼がわたしの死によって失う
ものは何もない。（……）ハドリアヌスは最後まで人問らしく愛されるのであろう。
　上にあげたのは、ハドリアヌス帝が最期を迎えるときの場面であるが、皇帝は家臣の将来や、各々
の悲しみ方をただそのままに語っている。さらには間もなく訪れる自分の死も、ある一つの現実とし
て受け止めているのである。FOOが多用されているが、それはこの客観的な態度に適しているから
である。そして読者には、語り手ど作者の区別が付けられないということが起きる。ユルスナールの
「一つの声による肖像。わたしが『ハドリアヌス帝の回想』を一人称で書くことにしたのは、できる
かぎり、たとえわたし自身でさえ、すべての媒介なしにすませるためである。」22）は見事に成功を収
めたのだ。一方三人称で書かれたONもまた、“神の声による肖像”なのであって、ここでも読者はあ
まりにも多くの歴史的裏付けを持った架空の主人公を、雲在の人物であると錯覚させられるのである。
ユルスナールは何ページにも及ぶ参考文献の羅列にも現れているように、23）大変裏付けを重んじる
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作家である。
　（……），pour　donner　a　son　personnage　fictif　cette　r6alitξsp6cifique，　conditionn6e　par　le　temps　et　le
lieu，　faute　de　quoi　le　《roman　historique》　n’est　qu’un　bal　costum6　reussi　ou　non，　il　n’a　a　son　service
q。，les　f・its　et　d・tes　d・1・・i・passe・，・’est・a・di・e　rhi・t・i・e．24）
　（……）彼の描く人物に、時間と場所によって条件づけられたあの特定の現実性をあたえるのに
一もしそれを欠けば《歴史小説》は成功・不成功を問わず、たんなる仮装舞踏会にすぎなくなる一
彼は過去の事実と日付、言いかえれば《歴史》を利用するしかないのである。
　そのために、読者は歴史的事実と創作と作者の視点が巧妙に混ぜ合わされて出来上がった彼女の作
品に、快く騙されながらその時代と場所に生きたような疑似体験を味わうのだ。
皿　主人公とともに成長することの利点
1　前身となった作品
　岩崎力によれば、ユルスナールは自分の作品を長い期間あたためておくタイプの「アナクロニック
な」作家であるらしい25）。ONのゼノンは、『死神が馬車を導く』（La　Mort‘onduit　l’Attelage，1934，
Grasset以降、　MAと略す）の「デュラーふうに」D’Aprbs　Dal’rerというタイトルをつけられた部分が
成長して出来たものだ。このMAは「エル・グレコふうに」D’Aprbs　Greco「レンブラントふうに」
D’Apres　Rembrandtという他の二つの物語とともに三部構成になっている。この作品は「血の絆ある
いは精神の絆によって互いに結びつけられていたいくつかの人間集団をあつかい、数世紀にわたって
くりひろげられる壮大な小説的壁面」26）を目指して若い時分に書かれ、「決定版完成の三十一年まえ
に刊行され」27）た。たとえばMAの書き出し「アンリ＝マクシミリアン・リーグルはゆったりとし
た旅程でパリへの道を進めていた」という一行は、若干の違いを除けばそのままONの書き出しである。
HENRI－MAXIMILIEN　LIGRE，　P、，　p，tites　6t、pes，，。ntinu・it・a・・ut・vers　P・・i・．28）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で加Mort‘onduit　L’∠4‘tela8の
H，。，i－M、。imili，n　Ligre　p。u，sui。ait　p、・p・tites　et・pes　sa　r・ut・・ers　Pari・．29）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　rL’（Euvre　au　Noir）
ユルスナール自身もONの後書きの中で次のように述べている。
　Une　douzaine　de　pages　tout　au　plus　sur　les　cinquante　d’autrefois　subsistent　modifi6es　et　comme
6miett6es　dans　le　long　roman　d’aujourd’hui，　mais　raffabulation　qui　mene　Zenon　de　sa　naissance　illegi一
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time　a　Bruges　a　sa　mort　dans　une　ge61e　de　cette　meme　ville　est　dans　ses　grandes　lignes　demeur6e　telle
quelle．　La　premi合re　partie　de　L，（Euvre　au　noir，　《La　vie　errante》　，　suit　d’assez　pr合s　le　plan　du
Z6ηoπ一D’apras　Drl’rer　de　1921－1934；la　deuxieme　et　Ia　troisi6me　partie，《La　vie　immobile》et《La　prison》
，sont　tout　entiξ…res　d6duites　des　six　derniさres　pages　de　ce　texte　d’il　y　a　plus　de　quarante　ans．30）
　かつての五十ページの内、今日の長編小説に残されているのはせいぜい十ニページ分ぐらいで、そ
れも、修正され細分化された形で残っているにすぎないが、ブリュージュにおける私生児ゼノンの誕
生から、同じ町の牢獄で彼が生を終えるまでの話は、その大筋においてもとのままである。『黒の過程』
の第一部（『放浪』）は、一九ニー年・一九三四年の『ゼノンーデュラーふうに』のプランをかなり忠
実にたどっている。第二部・第三部（『蟄居』、『牢獄』）は、四十三年以上もまえに書かれたテキスト
の最後の六ページからひき出されたものである。
　こうして最初意図されたものはいくらか形を変えてONとなっている。
　ユルスナールのビブリオグラフィーbibliographieを見てまず気付くのは、同じ作品が改定され出
版されていることである。例えば、1929年Au　Sans－Pareilより刊行された『アレクシス、あるいは
空しい戦いについて』Alexis　ou　le　Trait6・du　vain　combatは1952年にPlonより改訂版が出ている。同じ
ように、1939年Gallimard刊行の『とどめの一撃』Le　Coup　de　Graceは1953年に同じ出版社より改訂
版が出ている。このことからもユルスナールが妥協を許さない作家であることがわかろう。
　一方MHは、同じように作者が若い時期に意図されたものだ。作者の覚書にこうある。
　Ce　livre　a　6t6　conCu，　puis　6crit，　en　tout　ou　en　partie，　sous　diverses　formes，　entre　1924　et　1929，　entre
la　Vingti¢me　et　la　Vingt－CinqUi合me　ann6e．3i）
　全体にせよ一部にせよ、この本を発想し、次に様々な形式で書いたのは一九二四年から一九二九年
までの間、二十歳から二十五歳までの間である。
　この後作者は放棄と再開を繰り返し、ついに1951年MHの刊行となる。　ONとは異なりMHはそれ以
前に刊行されることはなかったが、「1934年の草稿の中で生き残っている唯一の句一《わたしは死
の横顔を見定めはじめている。》」32）というユルスナー一一ルの言葉からもわかるように、内容は著しく
変化し続けていた。またアメリカに渡った時点では一切の草稿を置いていったため、その後長い間
MHの執筆は中断されるということも起こっている33）。
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2　主人公とともに成長すること
　前節で述べたように、ユルスナールという作家は一つの作品を長いことあたためる傾向がある。こ
れについての次のような言葉がある。
　（……）（Ce　que　je　tiens　surtout　a　souligner　ici，）c’est　que　L’（Euvre　au　noir　aura　6t6・tout　comme
Memoires　d’Hadrien，　un　de　ces　ouvrages　entrepris　dans　la　premi6re　jeunesse，　abandones　et　repris　au　gre
des　circonstances，　mais　avec　lesquels　rauteur　aura　v6cu　toute　sa　vie．（・・…・）ce　que　je　pense　des　avan－
tages，　du　moins　en　ce　qui　me　concerne，　de　ces　longs　rapports　d’un　auteur　avec　un　personnage　choisi　ou
imagin6　des　1’adolescence，　mais　qui　ne　nous　r6v合le　tous　ses　secrets　qu’a　partir　de　notre　propre
rnaturite．34）
　（……）『黒の過程』は『ハドリアヌス帝の回想』と同様、作者のごく若い時代に企図され、人生
の途上のさまざまな状況に応じてあるいは放棄され、あるいはふたたび取りあげられたものであるが、
とどのつまり作者がその生涯をともに生きた作品のひとつだということである。（……）若年のころ
から作者が長い時間をかけてそれらの人物とつきあうことの利点一少なくともことわたしに関する
かぎり、それは利点なのであるが一（……）その人物がわたしたちにその秘密のすべてをあかすのは、
わたしたち自身が成熟したのちでしかない。
　ユルスナールは『時間、この偉大なる彫刻家』Le　Temps，　ce　grand　sculpteur，　Gallimard，1983の中で、
一つの彫刻は石の塊から人の形に似せて彫り上げられるまでと、歳月の経過に伴う浸食によって「時
間という彫刻家」がそれを無形の鉱物にしてしまうまでの二段階の時間を生きるという。そして時間
の卓越した変形によって、新しい作品が生まれるという35）。この考え方は、そのまま彫刻を作品に
置き換えることでユルスナールの創作姿勢を表している。作品に改訂版が多いことは前にも述べたが、
これも時間の経過とともに変化することと密接な関係があるだろう。時間が経つにつれて作者は変化
し続け、作中人物も共に成長してしまうので、結果として数年前に書かれたものとは食い違って来て
しまうのだ。彼女にはそれがゆるがせに出来ない。
　（……）Mais　rauteur　d’un　livre　a　ses　raisons　d’etre　plus　s6vere　que　ses　juges：il　voit　de　plus　pr合s　les
f、illes；il・est・seul・a，av。ir　ce　q。・il　au，ait・。ul・・t　da　f・ire．36）
　しかしi著者は著者なりに、判定者よりも厳しい目で自分の著作を見る理由をもっているものだ。作
者には、より近いところからはっきりと断層が見てとれるのである。なにをしなければならなかった
のかを見てとれるのは作者だけなのである。
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　こうした自作品に対する厳しい観察の上に、彼女の作品は書き上げられているのである。そしてこ
れは作品の内容だけではなく、表現形式にまで及ぶ。MHは初め「その時代のあらゆる声の聞かれる
一連の対話形式によるもの」37）として書かれることになるはずであったが、結局1951年に出来上がっ
たのは、一人称形式であったというように。
結論
　今回のこの論文ではONの形式の特徴を様々な観点から観察し、　MHとも比較しながら、ユルスナー
ルの小説手法を探ってきた。その結果、この作家の傾向としては以下の点が指摘出来よう。第一に、
興味の対象は専ら人間とそのドラマにあるという点。第二に、作者と主人公（あるいは語り手）の区
別をつけ難くして語る形式を用いることが多く、それに巧みであるという点。第三には、主人公とと
もに時間を過ごして成長することを利点だと考え、自分が充分成熟したのちにそれを作品として書き
上げるが、完成後もさらに自身の作品に厳しく向かい合うという点、である。このことからは逆に、
読者自身も常に成長し、厳しい態度で対応しなければならないということになる。ユルスナールの作
品が難しいと言われる所以はその辺りにあるのかも知れない。本論では小説作品、特に『黒の過程』
と『ハドリアヌス帝の回想』の二つに限って分析を施したが、今後は他ジャンルの作品や他作家との
違いについても検討するべきであると思われる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【註】
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